
 2009年度第1～3四半期累計決算の概要 （単位：億円 △損失､減少）
・ 当第3四半期累計の「当社株主帰属四半期純利益」は、前年同期比821億円減益の806億円。通期見通し1,300億円に対して62％の進捗となった。繊維、情報通信・航空 　当社株主帰属四半期純利益の会社区分別内訳推移

電子､不動産等､下期偏重型ビジネス分野を数多く抱える当社の業績推移及び期初1-3Q累計計画対比を踏まえた現時点での判断としては､まずまずの進捗と考えている。

各セグメント別の通期見通しに対する進捗率は、繊維63％、金属・エネルギー71％、生活資材・化学品75％、食料100％（下記「オペレーティングセグメント情報」参照）と

なっており、通期見通しの絶対額の大きいセグメントの進捗率は順調である。  396               450              54  △           

・ セグメント別の「当社株主帰属四半期純利益」は､食料が前年同期比74億円増益の259億円。金属・エネルギーは大幅減益となったが、424億円を確保。加えて、繊維が 　  819               1,330           511  △         

132億円、生活資材・化学品が127億円と4セグメントで100億円超達成。機械は18億円、情報通信・航空電子は4億円、金融・不動産・保険・物流は17億円となった。  59                184              125  △         

・ 分野別の「当社株主帰属四半期純利益」の比率は、資源エネルギー関連53％、生活消費関連51％、その他△4％となった。 468  △         338  △         130  △         

・ 金属資源関連及び食料等における新規大型投資の成果については、右欄「事業会社（取込損益）」に記載の通り、堅調推移となっている。  806               1,627           821  △         

・ 株主資本は､当社株主帰属四半期純利益の積上げ､為替換算調整額･未実現有価証券損益の改善により､1,510億円増加の1兆4億円。NET DERは0.2ポイント改善し1.8倍。

 415               1,001           586  △         

51%)(             62%)(             

増減率（%）

進捗率(%)

収　益 25,139      25,299      0.6%  △    ・ 収益：数社の新規連結子会社化に伴う増加あるも、金属資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ

売上総利益 6,761       8,245       18.0%  △  価格下落、自動車･建機取引不調、日米住宅市況低迷等により減収 9,500       71.2%

その他の収益（△費用） ・ 売上総利益：（増減分野及び商品等） （主な黒字会社）            (連)：連結子会社 （持)：持分法適用関連会社

販売費及び一般管理費 5,781  △  5,702  △  1.4%  ＋    繊維/増益：繊維原料、織物、衣料品等は市況低迷により減少するも、 7,900  △  73.2% 65.7%            72.2%            6.5%  △         

貸倒引当金繰入額 50  △      125  △    60.4%  △  　　㈱三景及び㈱ｼﾞｬｳﾞｧﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽの連結子会社化による増益 100  △    49.6% 276社)(         306社)(         30社)(△        

金利収支 189  △    221  △    14.5%  △  機械/減益：自動車、建機取引の不調に伴う売上減により減益 270  △    69.9% 144社)(         118社)(         26社)(＋        

受取配当金 144          272          47.1%  △  情航/増益：全般的に不調だが、国内携帯電話販売事業及び国内情報 270          53.2% 420社)(         424社)(         4社)(△         

（金融収支） 45)(△      51)(         (      －) 　　産業関連事業は増益 0)(           －

投資及び有価証券に係る損益 45           136  △    － 金ｴﾈ/減益：伊藤忠ｴﾈｸｽ㈱の連結子会社化による増益要因あるも、

固定資産に係る損益 8             351  △    － 　　金属資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ価格大幅下落により減益 250          －

91           － － 生化/減益：ｼｰｱｲ化成㈱の連結子会社化による増益要因あるも、日米

その他の損益 1             96  △      － 　　住宅市況の低迷、米国子会社売却の影響により減益 1,114            1,945            831  △         （主な赤字会社）

その他の収益（△費用）計 5,731  △  6,359  △  9.9%  △    食料/増益：飼料穀物･油脂等の増益及び食品流通関連子会社での増益 7,750  △  73.9% 235  △         430  △         195               

税引前利益 1,030       1,887       45.4%  △  金不保物/減益：㈱ｱｲ･ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ(注1)の連結子会社化による増加あるも、 1,750       58.9% 878               1,515            637  △         

法人税等 492  △    703  △    30.0%  △  　　前年同期の大規模開発ﾏﾝｼｮﾝ販売並びに投資家向け賃貸用不動産 770  △    63.9%

税引後利益 538          1,184       54.5%  △  　　販売の反動及び金融関連事業での減収により減益 980          54.9% （内、事業会社）

持分法による投資損益 342          507          32.6%  △  ・ 販売費及び一般管理費：既存の連結対象会社における削減あるも、 470          72.7% 1,050            1,757            707  △         

四半期純利益 880          1,690       48.0%  △  数社の連結子会社化による増加、退職給付費用の増加等により費用増加 1,450       60.7% 231  △         426  △         195  ＋         　黒字・赤字会社損益推移 （事業会社＋海外現地法人）

非支配持分帰属四半期純利益 74  △      64  △      15.7%  ＋  ・ 貸倒引当金繰入額：前年同期のﾓﾝｺﾞﾙ向け債権に係る貸倒引当金計上 150  △    49.1% 819               1,330            511  △         

当社株主帰属四半期純利益 806          1,627       50.4%  △  の反動＋108、一般債権に対する引当金増加（貸倒引当率上昇）等△32 1,300       62.0%

（参考） ・ 金融収支：米ﾄﾞﾙ金利低下による好転、LNG関連受取配当金減少△103 （内、海外現地法人）

売上高　① 74,971      96,064      22.0%  △  ・ 投資及び有価証券に係る損益：株式評価損減少＋211、 105,000 71.4% 64                188               125  △         

（売上総利益率） 9.0%)(       8.6%)(       株式売却損益悪化△49、事業整理損減少他＋18 9.0%)(       4  △             4  △             1  △             

営業利益　② 930          2,419       61.6%  △  ・ 固定資産に係る損益：前年同期のｴﾝﾄﾗｰﾀﾞ油ｶﾞｽ田開発計画中止に 1,500       62.0% 59                184               125  △         

伴う損失処理(i)/その他の減損処理等(ii)の反動＋338〔(i)＋266/(ii)＋72〕、

実態利益　④ 1,276       3,101       58.9%  △  固定資産売却損益好転他＋22 2,070       61.6%

・ ﾊﾞｰｹﾞﾝﾊﾟｰﾁｪｽ取引に係る利益：

当社株主帰属四半期純利益・実態利益推移 ｼｰｱｲ化成㈱、㈱ｱｲ･ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ(注1)に係わるもの

・ その他の損益：前年同期のｴﾝﾄﾗｰﾀﾞ油ｶﾞｽ田開発計画中止に伴う損失 総資産 56,133           51,921           4,212  ＋       55,000        
処理の反動＋105、為替損益の好転＋13、その他損益△21 有利子負債 22,846           23,893           1,047  △       24,000        

・ 持分法による投資損益：日伯鉄鉱石㈱＋23、頂新(ｹｲﾏﾝ）ﾎｰﾙ NET 有利子負債 18,264           17,568           696  ＋         19,000        

ﾃﾞｨﾝｸﾞ＋22、東京ｾﾝﾁｭﾘｰﾘｰｽ㈱〔事業再編に係る利益＋11等〕（注2）､ 株主資本（当社株主帰属分） 10,004           8,494            1,510  ＋       10,000        

伊藤忠丸紅鉄鋼㈱△117、日伯紙ﾊﾟﾙﾌﾟ資源開発㈱△53、IMEAの持分法 　 NET DER （倍） 1.8倍 2.1倍 0.2 改善 1.9倍 

投資損益△47、㈱ｵﾘｴﾝﾄｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ△32等 　 　（注6）NET DERの計算に用いる｢株主資本｣は､当社に帰属する株主資本(非支配持分控除後)の金額を使用しております。

（注1）㈱ｱｲ･ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽは、2010年1月1日に伊藤忠ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ㈱に商号変更しております。

（注2）当社の公表日以降に業績の公表を個別に行うため、これ以外の取込損益の記載を控えております。

営業活動によるCF 1,143            1,127            16  ＋           

1,559  △       △2,875 1,316  ＋       

財務活動によるCF 1,386  △       2,147            3,533  △       

4,532            4,622            

949          940          9  ＋      4             22  △     4%          

金属・エネルギー 954          1,844       890  △   424          603  △   71%        

生活資材・化学品 810          918          108  △   127          55  △     75%        

食　料 2,575       2,557       18  ＋     259          74  ＋     100%        4-12月平均 94.42            103.74            金利 （円TIBOR 3M/4-12月平均） 0.553%        0.851%        0.298%  △   

248          332          84  △     17           22  △     28%         期末日 92.10            98.23             金利 （US$LIBOR 3M/1-9月平均） 0.827%        2.981%        2.154%  △   

その他及び修正消去 146          242          96  △     174  △    208  △   －  1-9月平均 94.53            106.47            4-12月平均 68.10          98.99          30.89  △     

合　計 6,761       8,245       1,485  △ 806          821  △   62%         期末日 90.21            91.03             1-9月平均 58.13          112.10        53.97  △     0.82  △         

6.13  △         

9.32  △         

ブレント原油
（US$/BBL）

営業利益の減少があったものの、前年同期における投資有価証券
評価損の反動及び持分法投資損益の好転もあり増益

163          

当社株主帰属四半期純利益

見通し
達成率

年間
（予想）

15円

中間 7.5円

2009年度第1～3四半期累計　連結決算ハイライト　（米国会計基準）

628  ＋     

360  ＋     

181  ＋     

32  ＋       

128  △     

96)(△       

1,485  △   

経　営　成　績

80  △       

2009年度
1-3Q累計

2008年度
1-3Q累計

通期見通し
（10月30日公表時）

主たる増減要因
増減額

前年同期比

2008年度
1-3Q累計

20  △            日伯紙パルプ資源開発㈱

 総資産：現預金の減少に加え､機械で主に自動車関連での売上債権･在庫が減少したが､繊維､
　　生活資材･化学品､金融･不動産･保険･物流における新規連結子会社化の影響による増加､
　　金属･ｴﾈﾙｷﾞｰにおける前年度末比油価上昇等に伴う営業債権・たな卸資産増､ﾌﾞﾗｼﾞﾙﾚｱﾙ高､
　　豪ﾄﾞﾙ高による投資・固定資産等の増加に加え､繊維､食料における新規投資等もあり増加
 株主資本：配当金支払いによる減少､当社株主帰属四半期純利益（累計）の積上げ､為替換算
　　調整額の改善､株式市況回復による未実現有価証券損益の改善等により､前年度末比増加
　　NET DER（注6）は前年度末比0.2ﾎﾟｲﾝﾄ改善し1.8倍

 主たる増減要因

2009年度第1～3四半期累計のキャッシュ・フローの状況

11.94  △       

前年度末比
2009年
3月末

 油価下落及び引取数量減に
 より減益

 主として食品製造事業が収益
 に貢献

 ﾊﾟﾙﾌﾟ価格下落及びﾌﾞﾗｼﾞﾙﾚｱﾙ
 高に伴う為替損により減益

：黒字会社利益
：赤字会社損失
：黒字・赤字会社
　　　　損益合計

 ITOCHU Oil Exploration
 (Azerbaijan) Inc.

33                

2008年度
1-3Q累計

18           

合 　 　 　　 計

財　政　状　態
2009年
12月末

キャッシュ・フロー
2009年度
1-3Q累計

合 　 　 　　 計

赤　字　会　社　損　失

合 　 　 　　 計

黒　字　会　社　利　益

206               

 営業活動CF：
 　　食料、化学品及び繊維関連の取引等において、営業取引収入が好調に推移したことに加え、自動車
 　　関連での在庫の減少等により、ﾈｯﾄ入金
 投資活動CF：
 　　生活消費関連への新規投資、資源開発関連における設備投資の増加、ｼｰｱｲ化成㈱及び㈱ｱｲ･ﾛｼﾞｽ
 　　ﾃｨｸｽ（注1）の連結子会社化に係る追加投資等により、ﾈｯﾄ支払
 財務活動CF：
 　　配当金の支払い及び親会社にて借入金を返済したこと等により、ﾈｯﾄ支払（返済）

22                

 日伯鉄鉱石㈱

 頂新（ケイマン）ホール
 ディング

45                

23                
 上半期は世界的な需要減に伴
 い販売数量落込むも、第3四半
 期からは回復傾向にあり

－ 

2009年度
1-3Q累計

2008年度
1-3Q累計

繊　維 764          743          

前年
同期比

2008年度
1-3Q累計

21  ＋     132          

（海外事業損益比率）

当社株主帰属四半期純利益

事 業 会 社

黒　字　会　社　利　益

黒字・赤字会社損益
（事業会社＋海外現地法人）

（　　 合 　　　計 　　）

（赤　字　会　社　数）

（黒　字　会　社　数）

単 体

連 結 修 正

海 外 現 地 法 人

内、海外事業損益

前年同期比
当社株主帰属四半期純
利益の会社区分別内訳

2009年度
1-3Q累計

2008年度
1-3Q累計

76  ＋       

2008年度
1-3Q累計

黒　字　会　社　率

(注5) 当第１四半期より、当社が直接投資している会社及び当社の海外現地法人が
　　　  直接投資している会社を表示しております。

2009年度
1-3Q累計

黒字会社率
（事業会社＋海外現地法人）159  △     

持分法投資損益の増加があったものの、営業利益の減少に加え前年
同期の投資有価証券売却益の反動により減益

投資活動によるCF

1,627       

26           

39           

1,027       

44%        47  ＋     

185          

【当社株主帰属四半期純利益】　主たる増減要因

（注3） 売上総利益については、「経営成績」の
「主たる増減要因」参照

営業利益については、「平成22年３月期　第３四半期決算」P. 14-15を
ご参照ください。

34           
12月決算会社

前年同期比

前年同期におけるｴﾝﾄﾗｰﾀﾞ油ｶﾞｽ田関連損失の反動はあったものの、
営業利益の減少、持分法投資損益の減少等により減益

前年
同期比

赤　字　会　社　損　失

3月決算会社

営業利益の増加があったものの、投資有価証券評価損の計上により
減益

63%        

 ITOCHU Minerals & Energy
 of Australia Pty Ltd  (IMEA)

事業会社（取込損益）

金融・不動産・保険・物流

情報通信・航空電子

182          

為替レート
(\/US$)

ｼｰｱｲ化成㈱の支配獲得に伴うﾈｯﾄ利益の計上があったものの、営業
利益の減少及び持分法投資損益の悪化により減益

営業利益の増益に加え、投資有価証券損益等の好転により大幅増益

㈱ｱｲ･ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ(注1)の支配獲得に伴うﾈｯﾄ利益の計上等があったも
のの、営業利益及び持分法投資損益の悪化により減益

営業利益の悪化に加え、持分法投資損益の悪化、社内税金制度変更等
に伴う税金負担増もあり減益

2010年2月2日

伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社

：単体
：事業会社
：海外現法
：連結修正

234                金属資源価格下落により減益

主たる増減要因

646               

2009年度
1-3Q累計

2008年度
1-3Q累計

10  △       

 前年同期の大規模開発ﾏﾝｼｮﾝ
 販売の反動、販売価格低迷

－ 

9                   伊藤忠都市開発㈱ 20  △           

前年同期比

赤　字　会　社　損　失

黒　字　会　社　利　益

2009年度
1-3Q累計

現金･現金同等物期末残高

子会社取得におけるバーゲン
パーチェス取引に係る利益

821  △     

配当状況
（１株当たり）

21,092  △  

91  ＋       

1,489  △   

856  △     

211  ＋     

96  ＋       

1,825  △   

165  △     

668          

：実態利益
：当社株主
  帰属四半
  期純利益

実態利益＝売上総利益＋販売費及び一般管理費＋金融収支＋持分法による投資損益

0.4%)(＋     

811  △     

オペレーティング
セグメント情報 2009年度

1-3Q累計

売上総利益（注3）

314          機　械

(注4) 海外事業損益は、海外現地法人及び海外事業会社の損益合計に、親会社の海外支店及び収益源が
　　　　海外にある特定海外事業のため日本に設立された会社の損益を加えたものです。

2010年3月末
見通し

（前年度末比増減額）
30  △      

31  △     

354  △   
（注7）2009年2月10日に公表いたしました「(訂正)平成21年３月期 第３四半期決算短信の一部訂正について」に伴い、前年同期の数値を修正して表示しております。

645  △     

2009年度
1-3Q累計

2008年度
1-3Q累計

変動幅 主要指標
2009年度
1-3Q累計

2008年度
1-3Q累計

変動幅

前年同期比

主要指標

1,756)(△       159)(＋         

937

1,308 1,368

1,945

△ 235△ 430△ 101 △ 224△ 109

1,114

1,5931,409
1,046

1,515

878

05/1-3Q 06/1-3Q 07/1-3Q 08/1-3Q 09/1-3Q

3,101

1,826
2,304 2,579

1,276
806

1,6271,702
1,496

1,090

0

1,000

2,000

3,000

05/1-3Q 06/1-3Q 07/1-3Q 08/1-3Q 09/1-3Q

③

(持)

(連)

(連)

73

1,149

159

1,194

△ 338

59

819

396

1,330

△ 423△ 257

864

610

△ 468

174

670
450411

△ 336

184

05/1-3Q 06/1-3Q 07/1-3Q 08/1-3Q 09/1-3Q

(持)

(連)

(注4)

09/3

08/12

09/12

09/9

別紙A

(注7)

(注7)

(持)
③

「オペレーティング
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